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令和２年度 学校評価報告 実施結果 
県立麻生養護学校  

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・自立と社会参
加を目指し、キ
ャリア教育の視
点で小学部から
高等部まで連続
性・一貫性のあ
る教育課程を編
成 し 実 践 ・ 評
価 ・ 改 善 を 図
る。 
 
 
 
 
 
 
・ＩＣＴ機器等
の有効活用を推
進し、専門性の
高い教育活動を
実践する。 

① 「 育 て た い
力」の学部間で
の系統性・連続
性 を 明 確 に す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ＩＣＴ機器を
利活用した授業
を推進する。 

①-1「育てたい力」
の学部・教科間での
系統性・連続性につ
いて学校全体で研究
を進める。 

 
 
 
 

①-2 新学習指導要領
に基づき「麻生の教
育課程」の実践と一
覧表の作成や日課表
の改定に取り組む。 

 
 

②ニーズに応じてＩ
ＣＴ機器を活用した
専門性の高い授業実
践を共有し、全ての
職員が利活用する。 

①-1 研究を通し「育
てたい力」を明確に
できたか。 
 
 
 
 
 
 
①-2「麻生の教育課
程」の実践と改善点
一覧表の作成、日課
表 の改 定が でき た
か。 

 
 

②全ての職員がＩＣ
Ｔ 機器 を利 活用 し
た、授業改善を実践
したか。 

①-１「育てたい
力」を明確にする
ことが系統性や連
続性につながるこ
とを、校内研究を
通 し て 再 認 識 し
た。 
 
 
①-２今年度の課題
を踏まえ令和３年
度日課表の改定を
行った。 
 
 
 
②全ての職員が、
タブレット端末・
教材提示用アプリ
の活用、リモート
による授業を行っ
た。 

①-１学部・教科間
で系統的に「育て
たい力」を整理
し、授業改善に生
かす。 
 
 
 
 
①-２日課表上の教
科等の呼称及び学
習内容、登下校時
刻等日課表の見直
しに継続して取り
組む。 
 
②ICT 機器を活用し
た授業をさらに推
進するためには、
今年度の様々な取
組について情報共
有を図ることが必
要である。 

①授業改善をどのよ
うに、どのくらい行
っ たの か不 明であ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②コロナ禍のため、
ＩＣＴ機器を活用し
た授業の取組が、保
護者に伝わっていな
いと考えられる。活
用と共に、情報発信
も必要である。 

①３年間の研究のまとめ
を３月に作成した。整理
した「育てたい力」を基
に、次年度の授業改善を
進めるとともに、他校や
保護者等にもわかりやす
く発信していく。 
 
 
①-２今年度の課題を踏ま
え令和３年度日課表の改
定を行った。次年度、実
践を通して検証していく
必要がある。 
 
 
②職員が、タブレット端
末・教材提示用アプリの
活用、リモートによる授
業に取り組んだ。ICT 機
器を活用した授業を推進
するためには、今年度の
様々な取組について情報
共有を図ることが必要で
ある。 
 

①学部・学年間で系統的
に「育てたい力」を整理
して授業改善に生かし、
保護者等に対しても説明
し、共通理解を深めてい
く。 
 
 
 
①-２日課表の検証を行い
ながら、新学習指導要領
に基づいた見直しを進め
ていく。 
 
 
 
②ＩＣＴ機器を活用した
授業を推進し、その取組
について教員間で共有す
るとともに保護者に情報
発信していく。 
 

２ 
児童・ 
生徒指導・支援 

・児童・生徒一
人ひとりのニー
ズに応じた個別
の指導と集団の
指導両方を関連
付 け た 授 業 実
践、児童・生徒
支援・教育相談
を 組 織 的 に 行
う。 
 

①個別教育計画
で検討した支援
の手立てを、指
導に生かす。 

①個別教育計画作成
時 に支 援の 手立て
を、専門職を含め組
織的に検討する。 

①個別教育計画で検
討した支援の手立て
が、個別の指導、集
団の指導で有効に活
用できたか。 

①専門職等と連携
して、具体的な目
標、手立てを検討
し、授業実践に生
か す こ と が で き
た。 

①より多くの児童
生徒の計画におい
て、専門職を活用
した支援の手立て
等の検討が必要で
ある。 
 
 
 
 
 

①「専門職」とはど
のような職員をさす
のかなど、取組や担
任との連携について
イメージできるよう
報 告す る必 要があ
る。 

①専門職等と連携して、
具体的な目標、手立てを
検討し、授業実践に生か
すことができた。今後は
より多くの児童・生徒の
計画において、専門職を
活用した支援の手立て等
の検討の仕組みが必要で
ある。 

①学校における専門職の
活用事例を共有する場を
設定して、職員の理解を
深め、実践を積み重ねて
いく。 
 
 

３ 進路指導・支援 

・一人ひとりの
発達の段階に応
じた進路指導・
支援を行い、将
来の自立と社会
参加を実現する
ために必要な力
を育成する。 

①小学部から高
等部を通して作
業学習から「ワ
ークアート」へ
の系統性を持た
せる。 

 
 

②保護者・教員
へ進路に関する
知識や情報を随
時発信する。 

①小学部から高等部
への連続性・系統性
を持たせたキャリア
教育を実践する。 
 
 
 
 
② 保護 者・ 教員へ
「 進路 ハン ドブッ
ク」の改訂や活用に
よって情報を更新・
発信する。 

①系統性の整理・分
類が進んだか。 
 
 
 
 
 
 
②保護者へ情報を発
信できたか。職員の
知 識向 上が 進ん だ
か。保護者アンケー
ト、職員アンケート
共に B以上 80％。 
 

➀キャリア教育の
視点で育てたい力
を整理し、系統表
としてまとめた。 
 
 
 
 
②保護者アンケー
ト 73％、教員アン
ケート 73％ 

① 全 学 部 で 共 有
し 、 実 践 に 生 か
す。 
 
 
 
 
 
②進路指導につい
て、小・中学部の
保護者・教員に対
し情報発信が不十
分である。 

①小学校では、「キ
ャリアパスポート」
の取組を始めている
が、特別支援学校で
の取組について示さ
れるとよい。 
 
 
②小・中学部保護者
に対して、進路に関
する情報を、より発
信していく必要があ
る。 

①キャリア教育の視点
で、学習内容を整理し、
系統性の視点で示すこと
ができた。系統表を活用
した実践を行い、検証し
ていく必要がある。 
 
 
②小・中学部保護者対象
の研修会がコロナ禍で開
催できなかった。他の情
報提供の方法を考える必
要がある。 

①小学校等の取組を参考
にし、系統表としてまと
めた内容を、小学部、中
学部、高等部で共有、活
用し、実践を通して内容
を検証する。 
 
 
②小・中学部保護者・教
員を対象とした、進路に
関する研修及び情報提供
の方法を工夫する。 



 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月３日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

・共生社会の実
現に向け、学校
と地域住民との
協働による活動
を展開する。 
 

①地域対象の研
修や地域住民と
協働してイベン
トを開催する。 
 
 
 
②地域の小・中
学校、高等学校
へ学校コンサル
テーションを行
う。 

①地域向け研修等の
開催や防災活動に関
す る情 報発 信を行
う。 
 
 
 
②コンサルテーショ
ンで地域の小・中学
校、高等学校の「支
援体制の充実」を図
る働きかけをする。 

①研修等の開催や防
災活動に関する情報
発信ができたか。 
１ 
 
 
 
②「支援体制の充実
を図る働きかけ」の
観点で小・中学校、
高等学校のアンケー
ト評価 B以上 70 %。 

①自治会の協力を
得て、本校の防災
の取組についての
ポ ス タ ー を 掲 示
し、地域へ情報を
発信した。 
 
②電話での相談等
支援の方法を工夫
した。小・中学
校、高等学校のア
ンケート評価 B以
上 100%であった。
一方「わからな
い」と回答した保
護者 57%、教員
56%。 

①次年度以降、地
域防災訓練に参加
し、本校の防災へ
の取組について地
域 の 理 解 を 深 め
る。 
 
②地域の小・中学
校等に対する本校
の支援の取組やそ
の成果について保
護者や職員への情
報発信の仕方に工
夫が必要である。 

① 自治 会と の連携
は、地域防災力の向
上につながる取組で
ある。 
 
 
 
②小学校とのリモー
ト交流授業は有効だ
った。 

①防災の取組において目
に見える形（ポスター）
で示すことで、双方が連
携を意識することができ
た。 
 
 
②コロナ禍での制約があ
ったため通常の支援体制
をとれなかったが、電話
での支援等工夫しながら
コンサルテーションを進
めることができた。リモ
ート交流授業という新た
な方法で地域の小学校と
協働することができた。 
地域の小・中学校等に対
する本校の支援の取組や
その成果について保護者
や職員への情報発信の仕
方に工夫が必要である。 
 

①本校の防災対策ととも
に児童・生徒の防災への
取組を地域へ発信し、本
校への理解を深める。 
 
 
 
②地域の学校への支援体
制の充実を継続するとと
もに、保護者や職員への
情報発信の仕方を工夫す
る。またリモート交流な
ど地域の学校に対しての
新たな取組について、イ
ベントに留めず、継続で
きる内容と方法を工夫す
る。 
 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

・教職員の人格
的資質・専門性
の向上を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童・生徒と
向き合う時間を
確 保 す る た め
に、組織的な学
校運営と校務の
効率化を図る。 
 

①全職員が事故
不祥事防止や授
業研究・実践に
取り組むシステ
ムを構築する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②長期休業期間
中に学校閉庁日
を設定する。 

①授業研究や授業改
善及び事故、不祥事
防止のために、自他
を尊重した取組を行
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②年間計画で閉庁日
を５日間(土日含む)
設定・実行する。 

①自他を尊重した取
組により、授業改善
の実現と、事故、不
祥事の防止ができた
か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②閉庁日を５日間設
定したか。 

①校内研究や授業
改善サポートプロ
グ ラ ム 等 を 活 用
し、教職員が相互
に学びあうことが
できた。 
事故、不祥事防止
では、定期的に教
職員アンケートを
実 施 す る と と も
に、職員の打合せ
等を活用し、職員
の意識の啓発を継
続的に行った。 
取り組む姿勢に対
して、保護者アン
ケート 88%、教員ア
ンケート 95%がＢ以
上の評価。 
 
②今年度は、４日
間設定できた。 

①職員の意識の啓
発発について、引
き続き取り組むと
ともに、日々の学
校業務により効果
的に反映していく
こ と が 必 要 で あ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②次年度は、夏季
３日、冬季２日を
設定する。 

 コロナ禍で、模索し
ての一年だったが、
保護者は、今後の状
況に対応する体制が
できていると安心で
きる。具体的にどの
ように伝えるかが大
切である。 

①感染症対策という明確
な目的のため、教員が一
丸となって授業改善に取
り組むことができた。 
事故、不祥事防止の取組
については、教員の意識
の啓発に引き続き取り組
むとともに、日々の学校
業務に即した効果的な対
策を講じる必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学校閉庁日を４日間設
定し年休等の取得を促し
た。 

①事故、不祥事防止の取
組を計画的、効果的に行
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②年間計画で学校閉庁日
を５日間設定する。 

 

 


